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This presentation contains forward-looking statements about the Company’s financial and operating results, which may include expected GAAP and non-GAAP financial and other 
operating and non-operating results, including revenue, net income, earnings per share, operating cash flow growth, operating margin improvement, expected revenue growth, 
expected current remaining performance obligation growth, expected tax rates, stock-based compensation expenses, amortization of purchased intangibles, shares outstanding, 
market growth, environmental, social and governance goals, expected capital allocation, including mergers and acquisitions, capital expenditures and other investments, 
expectations regarding closing contemplated acquisitions and contributions from acquired companies. The achievement or success of the matters covered by such forward-looking 
statements involves risks, uncertainties and assumptions. If any such risks or uncertainties materialize or if any of the assumptions prove incorrect, the Company’s results could 
differ materially from the results expressed or implied by the forward-looking statements it makes. The risks and uncertainties referred to above include those factors discussed in 
Salesforce’s reports filed from time to time with the Securities and Exchange Commission, including, but not limited to: risks associated with our ability to successfully integrate 
Slack Technologies, Inc.’s operations; our ability to realize the anticipated benefits of the Slack Technologies, Inc. transaction; the impact of Slack Technologies, Inc.’s business 
model on our ability to forecast revenue results; disruption from the transaction making it more difficult to maintain business and operational relationships; the impact of, and 
actions we may take in response to, the COVID-19 pandemic, related public health measures and resulting economic downturn and market volatility; our ability to maintain service 
performance and security levels meeting the expectations of our customers, and the resources and costs required to avoid unanticipated downtime and prevent, detect and 
remediate performance degradation and security breaches; 
our ability to secure and costs related to data center capacity and other infrastructure provided by third parties; our reliance on third-party hardware, software and platform 
providers; the effect of evolving domestic and foreign government regulations, including those related to the provision of services on the Internet, those related to accessing the 
Internet, and those addressing data privacy; current and potential litigation involving us or our industry, including litigation involving acquired entities such 
as Tableau; regulatory developments and regulatory investigations involving us or affecting our industry; our ability to successfully introduce new services and product features, 
including any efforts to expand our services beyond the CRM market; the success of our strategy of acquiring or making investments in complementary businesses and strategic 
partnerships; our ability to compete in the market in which we participate; the success of our business strategy and our plan to build our 
business; our ability to execute our business plans; our ability to continue to grow unearned revenue and remaining performance obligation; the pace of change and innovation in 
enterprise cloud computing services; the seasonal nature of our sales cycles; our ability to limit customer attrition and costs related to those efforts; the success of our international 
expansion strategy; the demands on our personnel and infrastructure resulting from significant growth in our customer base and operations; our dependency on the development 
and maintenance of the infrastructure of the Internet; our real estate and office facilities strategy and related costs and uncertainties; fluctuations in, and our ability to predict, our 
operating results and cash flows; the variability in our results arising from the accounting for term license revenue products; the performance and fair value of our investments in 
complementary businesses through our strategic investment portfolio; our ability to protect our intellectual property rights; our ability to develop our brands; the valuation of our 
deferred tax assets and the release of related valuation allowances; uncertainties regarding our tax obligations in connection with potential jurisdictional transfers of intellectual 
property; uncertainties regarding the effect of general economic conditions; and risks related to our debt and lease obligations.
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Salesforce 全体



検索



Einstein 検索

[設定] に再配置され、すべての組織でデフォルト
で有効になりました。

● パーソナライズされた検索結果
● 検索ボックスからのレコードプレビュー

○ クリックする前に、レコードが正しいことを確
認します。

● 自然言語検索
○ 「私の上位の商談」や「私のオープンケース」
を検索して、関連するレコードのリストを生成
します。

より多くのオブジェクトの検索結果が表示されま
す。完全なリストは、リリースノートを参照して
ください。

適切なレコードをよりすばやく検索

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_search_new_searchable_objs.htm&type=5&release=234


Salesforce の使用方法に基づいてユーザエクスペリエンスを調整
範囲指定検索 (ベータ)

Einstein Search に含めるオブジェクトをユーザプロファイルで選択します。

範囲設定ルールは、ユーザが表示できる情報を制限することはありませんが、ユーザが不要な
情報を取り除いて適切な情報にすばやくアクセスするのに役立ちます。



アンケート



簡略化されたアンケー
トコラボレーション

Lightning Experience UI のア
ンケートレコードページを介
して、チームメンバーとアン
ケートを共有します。

ボタンのクリックのみでアンケー
トを共有してチームメートとコラ
ボレーション



フィードバック後のアクションをパーソナライズ

データマッパー条件内の差し込み項目と項
目の対応付けを使用して、パーソナライズ
を強化します。

より詳細な制御とより優れたパーソナライ
ズでコミュニケーションを完結させます。
たとえば、価値の高い顧客からのフィード
バックが不十分な場合に、エスカレーショ
ン用のケース/ToDo の作成を自動化できます。

Salesforce フィードバック管理
メッセージングチャネルインテグレーション

SMS、WhatsApp、FB Messenger を介してア
ンケートを配布することで、エンゲージメン
トと回答率を改善します。

顧客は、希望するチャネルで最近のやりとり
についてすばやく簡単にフィードバックを提
供できるようになりました。

追加のライ
センスが必
要になる場
合あり



スケジューラ



予定配分

負荷を公平に分散
負荷分散ロジックを使用して、実施ミー
ティングの数またはリソース別の実施ミ
ーティング時間に基づいて顧客の予定を
分散し、作業を公平に分配します。

簡略化された設定
フローと API に組み込まれた直感的なエ
ラーメッセージとエンティティおよび項
目のアクセス権チェック。

システム管理者は不足している設定手順
にすばやくアクセスできます。

負荷分散ポリシー

追加のライ
センスが必
要になる場
合あり



モバイル



エンドユーザが調整できる標準のランディングページ

iOS および Android のモバイルホーム正式リリース

Salesforce モバイルアプリケーショ
ンユーザに対して、システム管理者
はモバイルホームのランディングペ
ージを追加して、ユーザが最も関心
のあるコンテンツでパーソナライズ
できます。

モバイルホームは、Salesforce モバ
イルアプリケーションのナビゲーシ
ョンバーに簡単に追加できる標準の
ナビゲーション項目です。

モバイルデバイスにのみ自動的に表
示され、システム管理者による追加
のカスタマイズは必要ありません。

最重要ヒント:
Lightning アプリケーションの最初の
項目としてモバイルホームを追加し

、ユーザが関心のある内容がすぐに
表示されるようにします。



モバイルホームカード

ToDo 
自分に割り当てられた
ToDo を表示

私のカレンダー
携帯電話のカレンダーか
ら同期

お気に入り
お気に入りに登録されたペ
ージを表示

モバイルホームでは、ToDo、行動、お気に入り、レポートなど、ユーザが 1 日を始める
ために必要なすべてを使用してユーザのランディングページをパーソナライズします。

Salesforce の行動
その日の Salesforce の行動
を表示

固定レポート
選択したレポートを要約

最近
最近参照したレコードとリ
ストを表示



Lightning アプリケーション、ナビゲーション、およびレコードページをサポート
新しい全体幅タブレット環境 (ベータ)

Apple iPad (iPadOS 13 以上)
横方向と縦方向をサポート

Android Tablet (Android 7 以上)
横方向と縦方向をサポート



[Salesforce モバイルアプリケーションクイックスタート] セクションの
[タブレット設定] でオプトイン

設定

有効にすると、Apple iPad および
Android タブレットモデルに全体幅
タブレット環境が表示されます。

この環境は全画面を利用し、デスク
トップスタイルのレイアウトとモバ
イル用に最適化されたコンポーネン
トを使用してレコードページを表示
します。

初めて、Android タブレットが横方
向レイアウトおよび横方向と縦方向
の回転をサポートできるようになり
ました。



業務分析



インライン編集 (ベータ)

オブジェクトに移動して項目を探
し、そこで編集して保存するより
も、レポートで項目を直接編集す
ることで生産性が向上します。

ユーザは、テキスト、数値、およ
びチェックボックス項目に加えて
、日付、選択リスト、参照項目を
インラインで編集できるようにな
りました。

複数項目の編集はまだサポートさ
れていません。次回リリースで予
定されています。



動的ゲージグラフ (ベータ)

動的ゲージグラフは、ビジネスの変化に応じ
て基準と目標をリアルタイムで柔軟に表示で
きるようになりました。

業務ダッシュボード内に動的ゲージグラフコ
ンポーネントを作成します。動的目標値を指
定し、パーセントのブレークポイントを指定
できます。

ゲージグラフ値の 1 つとしてオブジェクト、
項目、およびレコードを選択することで、目
標または目標の実績に対するパフォーマンス
を測定します。実行ユーザレコードから値を
選択することもできます。

ビジネスに動的に対応する基準と項目を使用



カスタマイズ



動的インタラクション正式リリース

豊かなインタラクションを含む統合エクス
ペリエンスを提供

コンポーネントとページを接続するコード
を使用することなく、相互のやりとりを可
能にします。

コードなしでサービスを起動

定義されたインタラクションが発生したと
きに、アクション、フロー、およびカスタ
ムサービスをトリガします。

アプリケーションビルダーでのポイント
& クリックのコンポーネントおよびペー
ジインタラクション



組織固有の Lightning ページのパフ
ォーマンス総計値

● ユーザのパフォーマンス総計値を確認して、
採用または延期する推奨事項を決定します。

● 過去 90 日間の使用からのデータが分析され、
組織固有の総計値カードの結果に次の情報が
表示されます。
○ ユーザのネットワーク遅延
○ ブラウザの速度
○ コアの数

● 分析している Lightning ページが有効化されて
いない場合、表示された総計値は組織のすべて
のユーザを反映しています。ページが有効化さ
れると、総計値は、ページの割り当て先のユー
ザのみを反映するように絞り込まれます。



プロファイルと権限



権限とプロファイル
● システム管理者の時間を節約: より迅速な権限セットライセンスの割り当て

[設定] で、各権限セットライセンスを直接クリックして、割り当てを管理できるようになりました
。1 つの権限セットライセンスに複数のユーザをまとめて割り当てたり、複数のユーザを一度にす
べて削除したりして、時間を節約します。

● 権限セットグループの有効なユーザセッションに基づいてアクセス権を付与

以前は、個別のセッションベースの権限セットを作成していましたが、権限セットグループレベル
でもセッションを設定できるようになりました。

● 権限セットと権限セットグループでの割り当て有効期限を管理 (ベータ)
権限セットと権限セットグループの現在の割り当て有効期限を表示および更新できるようになりま

した。以前は、正しい有効期限を使用してそれらを再作成する必要がありました。

● SOAP API を介してゼロからカスタムプロファイルを作成
プロファイル SOAP API オブジェクトを使用して、権限を有効化することなく開始するカスタム
プロファイルを作成します。以前は、カスタムプロファイルを作成するには、[設定] で既存のプ
ロファイルのコピーを作成してから、割り当てられたユーザに付与しないアクセス権を削除して

いました。

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_forcecom_permissions_grant_access_session_perm_set_group.htm&type=5&language=en_US
https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_forcecom_permissions_manage_assignment_expiration.htm&type=5&language=en_US
https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_forcecom_permissions_profile_create.htm&type=5&language=en_US


セキュリティ変更



私のドメイン

[私のドメイン] についての詳細

[私のドメイン] のリリース (リリース更新) をWinter '22 で適用

最新の機能を使用してブラウザの要件に準拠する
には、Winter '22 リリースまでにすべての
Salesforce 組織に [私のドメイン] をリリースする
必要があります。

[私のドメイン] をリリースしてください。リリー
スしない場合、[私のドメイン] は組織 ID に基づい
て自動的に割り当てられます。[私のドメイン] に
別の名前を使用したい場合は、変更できます。

[私のドメイン] をリリースするときに、組織で使
用できる場合は拡張ドメインを有効にすることを
強くお勧めします。拡張ドメインは将来の標準で
あり、ブラウザの要件を満たしています。

Salesforce ドメイン (「私のドメイン」と拡張ド
メイン) の変更に備えた準備 (Salesforce ヘルプ)

[私のドメイン] のリリース (リリースノート)

Trailblazer Community の「My Domain and 
Enhanced Domains」グループののディスカッシ
ョンに参加してください。

https://help.salesforce.com/articleView?id=000358662&type=1&mode=1
https://help.salesforce.com/articleView?id=networks_secure_guest_user_sharing.htm&type=5
https://trailblazers.salesforce.com/0F94S000000kF9q


多要素認証 (MFA) 要件

MFA についての詳細Salesforce ユーザに対してMFA
が有効になっていることを確認する手順

*    MFA は現在、ほとんどの Salesforce 製品で使用できます。
**  2021 年 1 月 29 日、Forbes の Jim Alkove による「Nail the Basics of Cybersecurity with MFA (MFA を使用したサイバーセキュリティの基本を理解する)」

2022 年 2 月 1 日以降、Salesforce のユーザはユーザインターフェースを介して
Salesforce 製品にアクセスするためにMFA を使用する必要があります。*

SSO プロバイダのMFA サービスを使用

Salesforce 製品で直接有効化

MFA の有効化は、組織を保護するために実行でき
る最も簡単で効果的な対策の 1 つです

MFA FAQ

MFA Quick Guide for Admins (シス
テム管理者向けMFA クイックガイド)

MFA の概要の動画

MFA Trailblazer Community

Salesforce サイトのMFA

https://www.google.com/url?q=https://help.salesforce.com/articleView?id%3Dmfa_supported_products.htm&sa=D&ust=1610660408034000&usg=AFQjCNFOQ8mxkQFJCu9qzip-Jj6v-WLFYg
https://www.forbes.com/sites/forbestechcouncil/2021/01/29/nail-the-basics-of-cybersecurity-with-multifactor-authentication-mfa/?sh=162b406b12a4
https://help.salesforce.com/apex/HTViewSolution?urlname=Salesforce-Multi-Factor-Authentication-FAQ
https://sfdc.co/MfaAdminQuickGuide
https://www.google.com/url?q=https://salesforce.vidyard.com/watch/Zs9r7CyxF6Wu9rfNmMnmFf&sa=D&ust=1610660701341000&usg=AFQjCNElMheBvTo814_T_UxvfDeo1gRkpQ
http://www.salesforce.com/success-mfa
https://security.salesforce.com/mfa


セキュリティセンター



セキュリティセンター

一元化された脅威検知

イベントモニタリングへの投
資の価値実現までの時間を短
縮します。イベントモニタリ
ングによって検知された脅威
をすべての組織で 1 か所で簡
単に確認できます。

設定可能なアラート

独自のアラートを設定し、状況
が変化したときに通知を受ける
方法を選択できます。メール、
アプリケーション内通知あるい
はその両方を受信できます。

例: 「私の組織で状態チェック
スコアが低下した場合、次のメ
ールアドレスにメールを送信し
てください…」

詳細なセキュリティ情報の
高度な検索条件

ユーザは、セキュリティセンタ
ーの詳細データテーブルに表示
されているほとんどの列を簡単
に絞り込むことができます。

例: 「すべての組織を 1 か所で
確認できるのは便利ですが、特
定の組織やユーザを確認したい
場合はどうすればよいですか?
」(それが可能になりました。)

すべての組織の主要なセキュリティ総計値を 1 か所で表示



共有



制限ルールでは、Lightning Experience でカスタ
ムオブジェクト、契約、タイムシート、タイム
シートエントリ、ToDo、行動のどのレコードを
どのユーザに表示するかを定義し、これらのオ
ブジェクトの完全な「プライベート」アクセス
を設定できます。

正式リリースで導入: 
(Tooling またはメタデータ) API を使用する代わ
りに、システム管理者 (および開発者) は UI のポ
イント & クリックで制限ルールを作成および管
理し、時間を節約し、無効なルールを作成する
可能性を減らすことができます。

また、カスタム権限を介して制限ルールを管理
し、変更セットを介してルールをリリースでき
るオプションも追加されました。

サポートされるオブジェクト: 活動 (ToDo および行動)、取引先責任者、カスタムオブジェクト
制限ルール (正式リリース)

これは、Tooling API を使用して作成された制限ルール
です。指定されたプロファイルを持つユーザは、所有す
る ToDo レコードのみを表示できます。



ユーザに表示されるデフォルトのレコー
ドを制御

ユーザがアクセスするデータが多すぎる
と、生産性が低下する場合があります。

範囲設定ルールは、ユーザが関心のある
データに集中するのに役立ちます。

組織の共有設定 (レポートなど) は上書
きされません。

サポートされるオブジェクト

● 取引先
● ケース
● 取引先責任者
● 行動
● リード
● 商談
● ToDo

不要な情報を取り除いて生産性を向上

範囲設定ルール (ベータ)



外部ユーザが別の外部ユーザのプロファイルを参照するときに、表示する項目と非表示にする項目を (UI と
API の両方で) 制御できるようになりました。20 項目が PII とみなされるようになり、外部ユーザにはマス
クされます。システム管理者は、組織で PII として分類した項目を確認することができ、オブジェクトマネ
ージャで任意の項目を調整することもできます。

Winter '22 以降、新規組織は [個人情報を非表示] を使用できなくなります。 既存の組織は、[拡張個人情報
管理] を有効にしてオプトインする必要があります。これは、Winter '23 (2022 年 10 月) までにすべての組
織に自動的に適用されます。

外部ユーザの個人情報を保護

拡張個人情報管理

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_forcecom_sharing_mask_user_record_fields.htm&type=5&release=234&language=en_US


ユーザエンゲージメント



アプリケーション内ガイダンス

対象プロンプト

特定のページ要素を対象にして、
最新のアプリケーション内ガイダ

ンスで何について説明しているか
をユーザに正確に示します。

サポートされる設定ページ
で使用可能

機能を発見しやすくするカスタム
プロンプトを表示および作成して
、システム管理者と開発者にアプ
リケーションと機能の設定方法を

示します。

レコードタイプのサポ
ートを追加

特定のレコードタイプまたはすべて
のレコードタイプのプロンプトを表
示します。メッセージをカスタマイ
ズして、ユーザがさまざまなレコー
ドタイプの一意のレイアウトと選択
リストに関する詳細なヘルプを取得
できるようにします。



開発



信頼できるインフラストラクチャで柔軟に拡張
オンデマンドで実行され柔軟に拡張できる機能を使用して、

あらゆるビジネスニーズに対応します。

柔軟性のある革新
Salesforce データ、および Node.js や Java などの言語へのネイテ
ィブアクセスにより、ビジネス上の価値をより迅速に提供します。

コネクテッドデジタルエクスペリエンスを提供
チームがローコードとコードで統合ソリューションを構築でき

るようにします。

イベント駆動型のコネクテッドエクスペリエンスを迅速に提供

言語 ツール

インテグレーション

Salesforce Functions - Winter '22 中に正式リリース。詳細は developer.com を参照

https://developer.salesforce.com/docs/platform/functions/guide/index.html


Sales Cloud



コアセールス



商談の延期カウンタ

商談の完了予定日がある月から
別の月に延期された回数を把握
します。

延期された回数が多すぎる商談
は、営業担当が考える商談成立
の可能性が現実的でない可能性
があります。

延期数の多い商談のレポートを作成



新しい売上予測分類: 
可能性が最も高い

商談のオブジェクト管理設定で、[最も可
能性が高い] 売上予測分類を作成します。

次に、[最も可能性が高い] を [フェーズ] 
項目の 1 つ以上の商談フェーズに対応付
けるか、個別に商談を [最も可能性が高い] 
カテゴリに割り当てます。

最良、中間、より悪いケースのシ
ナリオを予測



商品に対する組織の共有設定 -リリース更新
これまで、商品オブジェクトに組織の共有設定を定義することは
できませんでした。

データをより適切に保護するために、最初のリリース更新は外部
ユーザのデフォルトの商品アクセス権が [非公開] に設定されて
います。ゲストユーザの使用事例に対する共有ルールを作成して
テストする必要があります。

2 番目のリリース更新では、商品に対する組織の共有設定が追加
され、Spring '22 で新規組織に適用されます。

既存の組織では設定は変更されません。

ただし、商品に対するデフォルトの共有設定を変更できるように
なりました。この設定で、商品レコードへのユーザのアクセス権
を制御します。 これにより、システム管理者が商品へのユーザ
のアクセ権を [公開/参照・更新可能] からより制限されたアクセ
スレベルに変更できます。たとえば、特定のビジネスユニットに
別のビジネスユニットの商品開発を非表示にできます。

すべてのカスタマイズ (フロー、入力規則、Apex トリガなど) 
で設定をテストします。[公開/参照・更新可能] 以外の共有設定
は、カスタマイズに干渉する可能性があります。



パイプライン検査
UE のみ



カスタムパイプラインビューの作成による時間の節約

複数のパイプラインビュー
営業マネージャと営業担当は、最も頻繁に使用される
パイプラインビューを保存して、パイプライン検査に
アクセスするたびにビューが再作成されるのを防ぐこ
とができます。

新規ビジネスや更新案件などのビジネスニーズに合わ
せてさまざまなパイプラインビューを作成し、それぞ
れの項目と検索条件をカスタマイズします。

案件を重要とマーク

案件を優先度高としてマークし、リストを絞り込んで
それらの重要な案件のみに集中します。パイプライン
の検査や 1 対 1 ミーティングの実施時に、リストを
すばやく絞り込んで、最大の案件や最も優先度の高い
案件に集中します。

ビジネスのさまざまな分野のパイプラインにすばやく集中

ワンクリックで絞
り込んで重要な案
件のみを表示

Unlimited/
Performance 
Edition のみ



案件インサイト: 今月成立する可能性が低い
今月の成立が予定されており、予定どおりに成立する
可能性が低い案件を確認します。可能性が低い取引を
排除することで、チームは売上予測精度を向上させ、
より可能性が高い取引に集中することができます。

Einstein を使用した集中すべき場所の把握

商談スコア

階層にグループ化されるようになり、営業チーム
は簡単にどの案件が順調に進んでいるかを確認し
たり、リスクのある商談を見つけたりできます。

商談スコアの機能強化と新しい案件状況インサイト

Unlimited/
Performance 
Edition のみ



延期カウンタ

新しい [延期数] 項目は、ある月から次の月に取引
が延期された回数を示します。これは、取引が長
引いていることを示す重要なインジケータです。

次のステップの停滞
[次のステップ] 項目が 7 日以上更新されていない
場合、ビジュアルインジケータが表示されます。

更新されていない取引にすばやく集中できるため
、マネージャは営業担当が取引を進める計画があ
ることを確認できます。

営業担当との 1 対 1 ミーティング中のコーチングを改善
延期された取引、および次のステップが更新されていないことを把握

Unlimited/
Performance 
Edition のみ



High Velocity Sales
EE/UE HVS アドオン



ケイデンスをリアルタイムで編集
ケイデンスが積極的に使用されている間に、ス
テップの追加と削除、分岐およびステップコン
テンツの変更を行います。

ケイデンスで共有メールテンプレートを
公開
行われる可能性のある変更の 1 つとして、メー
ルステップでのテンプレートの追加または変更
があります。公開 Lightning テンプレートフォ
ルダの代わりに、共有フォルダにあるメールテ
ンプレートを使用することもできます。

たとえば、マーケティングチームは、返信率を
高めるために作成したメールテンプレートのフ
ォルダを共有できます。

有効なセールスケイデンスを変更可能

セールスケイデンス編集

High 
Velocity 

Sales
ライセンス
が必要



ケイデンスに最適なメールテンプレートとコールスクリプトを確認

セールスケイデンスバリエーションテスト

ステップ内で最大 3 個のテンプレートまたはコールスクリプトを関連付けます。各ステップは、
パーセント分割を使用して設定し、コンテンツの各部分が表示される頻度を定義できます。
次に、各テンプレートまたはスクリプトのパフォーマンスをレポートで追跡したり、セール
スケイデンスレコードホームで直接追跡したりできます。

収集するデータが増えたら、必要に応じてパーセントを調整できます。

High 
Velocity 

Sales
ライセンス
が必要



より詳しい実用的エラーメッセージを表示

強化された作業キューエラー処理

ケイデンスステップは、さまざまな理由でエラー状態になり、エンドユーザがステップを
スキップするか、手動で完了しなければならない可能性があります。

作業キューでメール送信エラーが発生した場合のエクスペリエンスが改善されました。

High 
Velocity 

Sales
ライセンス
が必要



分析とレポート

High Velocity Sales サンプルダッシュボード
HVS の採用状況、セールスケイデンスの成功
、営業担当のパフォーマンスなどを測定しま
す。このダッシュボードを標準設定のまま使
用するか、独自のレポートニーズに合わせて
コンポーネントをコピーして変更します。

レポートからセールスケイデンスの対象を追
加、削除および一時停止
[ケイデンスに追加] および [ケイデンスから削
除] アクションをリード、取引先責任者、およ
び個人取引先レポートで使用できます。レポ
ートで対象リストを作成し、ワンクリックで
最大 200 個をケイデンスに配置します。

High 
Velocity 

Sales
ライセンス
が必要



Einstein 
会話インサイト



隠されたインサイトを引き出し成功を繰り返す

Einstein 会話インサイト

音声通話とビデオ通話を適切な商談に自動的
に関連付け、各通話参加者の重要な取引先責
任者の役割を確認します。

商談のフェーズと金額、およびリード状況に
基づいて通話を絞り込みます。たとえば、
100 万ドルを超える商談の交渉フェーズで、
案件に関連するインサイトと会話のカスタム
ダッシュボードをすばやく作成できます。

High 
Velocity 

Sales
ライセンス
が必要



生産性機能



活動



活動

完了した活動と ToDo の詳細を取得

新しい項目 CompletedDateTime を使用して、
ToDo が完了した日時を表示します。[完了日] 

列をレポートに追加します。

今後の活動と期限切れの活動の並び替え

今後の ToDo と予定をわかりやすい順序で表
示するよう選択できます。カレンダーで次に
実行する項目をリストの一番上にし、その他
の活動が後に続くリストを表示できるように

なりました。

新しい ToDo の並び替えおよびレポートオプション



メールテンプレート
ビルダー
ユーザがメールテンプレート/メールコ
ンテンツビルダーを使用するには、「
ドラッグアンドドロップコンテンツビ
ルダーにアクセス」ユーザ権限が必要
です。



メールテンプレートビルダーの機能強化

事前作成済みのレイアウト

事前作成済みのレイアウトに
より、ユーザはレイアウトを
作成する時間を節約し、コン
テンツの作成をより迅速に開
始できます。

プロパティパネル内のブ
レッドクラム

ブレッドクラムの [行] をク
リックして、コンポーネン
トの背後にある基盤となる
行に簡単に戻り、列数や列
のスペーシングなどを調整
できます。

カスタムスペーシング

列のスペーシングプロパティ
により、ユーザはデスクトッ
プビューとモバイルビューの
両方でコンテンツをどのよう
に表示するかをより細かく制
御できます。

ユーザの生産性が向上し、コンテンツをより柔軟に設計可能



件名行の更新

制限が 230 文字から 1,000 文字に増え
たため、ユーザはより魅力的な件名を記

述できます。

これにより、件名に差し込み項目を使用
する柔軟性が高まりました。また、これ
はメールコンテンツ、リストメール、お
よびメールメッセージエンティティの件
名行の文字数制限と同じです。

Lightning メールテンプレートのパッケ
ージ化の追加サポート

メールテンプレートビルダーのメール
テンプレートに Salesforce ファイルお
よび画像へのインライン参照を含める
ことができるようになりました。これ
らの参照はパッケージまたは変更セッ
トに含まれ、パッケージのインストー
ル時や変更セットの受信時に保持され

ます。

セールスレコードのコンテキストから魅力的なメールを直接パーソナライズ

Lightning でのメール



好みの方法でのリストメールの送信 (
パイロット)

今回、営業担当は Gmail、Office 365、また
はMicrosoft Exchange を介してリストメール
を送信できるようになりました。

受信者は、メールの自動化によって送信され
たメールよりも、直接送信されたように見え
るメールを開く傾向にあります。リストメー
ルはユーザの送信済みフォルダに入るため、
送信履歴が保持されます。

Gmail、Office 365、Microsoft Exchange 
のユーザが使用できます。

リストメールの送信方法を営業担
当が選択可能



メールインテグレーション



Einstein 活動キャプチャ

[コミットメントの実行あり] インサイトにより
、フォローアップが容易になります。

推奨コネクション: ワンクリックでページレイ
アウトを簡単に設定します。

機密コンテンツを含むメールは、非公開として
自動的に保護されます。

パイロット - EAC は、Sales、Service、
Industries Unlimited Edition のすべてのユー
ザが追加費用なしで使用できます。

追加のライ
センスが必
要になる場
合あり



Outlook および Gmail 
インテグレーション

営業担当は、ミーティングのすべての出席者の
行動を記録できます。

Inbox ユーザは、メールを手動で記録し、EAC 
を使用して行動と取引先責任者を同期できます。

簡略化された多要素認証

古いバージョンの Outlook およびWindows 
での Outlook インテグレーションのサポー
ト終了

営業担当の作業場所 (Outlook および Gmail) 
で Salesforce を使用

追加のライ
センスが必
要になる場
合あり

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_sales_outlook_integration_mfa.htm&type=5&language=en_US
https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_sales_outlook_integration_version_support.htm&type=5&language=en_US


Salesforce Maps



テリトリー計画

最適化の拡張

プランナーは、すべて
のチーム種別とスキル
セットをインテリジェ
ントに計画できます。

不連続な領域を使用し
て、内部テリトリーと
仮想テリトリーにレコ
ードを分配します。

属性の拡張と視
覚化

最も重要なデータを
中心にテリトリーを
計画します。

ヒートマップを作成
し、さまざまな属性 (
目標、市場シェア、
デモグラフィックデ
ータなど) を分析し
ます。

データエクスポート
の機能強化

数回のクリックで計画全
体を CSV で公開します。

Tableau CRM とデータ
を共有したり、Tableau 
でテリトリー割り当てデ
ータを視覚化したり、サ
ードパーティのシステム
と統合したりします。

拡張された最適化機能を使用して顧客がいる場所で顧客に会う

既存のテリトリー
割り当てを使用し
てすばやく開始

レポートを使用したり
、複雑なクエリの記述
方法を理解したり、プ
ラットフォームの制限
に達したりすることな
く、ETM からデータセ
ットをすばやく作成し

ます。

追加のラ
イセンス
が必要



地図

割り当てを自動
化するテリトリ
ーの増加

大規模な営業チーム
をサポートするため
に、最大 5,000 個の
割り当てルールを作
成します。

任意の Salesforce 
データをプロット

Salesforce Maps の関
連オブジェクトの住所
に依存するオブジェク
トのレコードデータを
視覚化します。

デモグラフィック
コンテンツ (米国)
Salesforce Maps のデ
モグラフィックコンテ
キスト (米国) データソ
ースを使用してデータ
レイヤをプロットする

ことで、潜在顧客を特
定します。

拡張された最適化機能を使用して顧客がいる場所で顧客に会う

デスクトップから
今日のスケジュー
ルのギャップを埋

める

Salesforce Maps でデ
スクトップから今日の
臨時の変更が含まれる
スケジュールを最適化

します。

追加のラ
イセンス
が必要



Salesforce アプリケーションでのライブ
追跡 – iOS
1 つのアプリケーションからリソースを追跡

別のアプリエーションを必要としないリアルタイム追跡

• モバイルでの Lightning プラグインアーキテクチャを利用
する Salesforce モバイルアプリケーション内のエントリポ
イント

追跡トリガのサポートを強化

• グローバルアクションボタンから追跡を起動または無効化

• 特定の時間に追跡を停止するように自動停止を設定

追加のラ
イセンス
が必要



Service Cloud



カスタマーサービスのイ
ンシデント管理
Service Cloud ライセンスに付属



ミッションクリティカルなサービス提供を加速

インシデント管理

サービス業務を合理化

統合されたワークスペースで全員がインシデント、ケース
、および顧客データを表示できる場合、サービスチームと
営業担当チームが調和して作業できるようにします。

重大な中断に積極的に対処

外部システムを監視して、影響が拡大する前に問題を特定
し、AI を使用してインシデント検出を高速化し、同様の問
題からの解決策を明らかにします。

顧客に常に最新情報を提供

メール、メッセージング、ソーシャル、Web などのデジ
タルチャネル全体でリアルタイムの状況更新または回避策
を使用して、ケースを回避し、顧客の信頼を高めます。



重要なサービスに影響するインシデント解決をサポ
ートする拡張データモデル

組み込まれたベストプラクティスによ
るサービス復旧の迅速化

インシデント

サービスに影響する問題のインシデントを作成および追跡します。
Service Cloud 内から大規模で影響の大きいインシデントを解決す
るサービス業務戦略を設計および実装するための新しい標準オブジ
ェクト。

問題
適切なチームメンバーと共に根本原因を調査および診断します。
既知のエラーと回避策のナレッジ記事を作成します。

変更要求

エンドツーエンドの大規模で影響の大きいインシデント問題の解
決作を証明する変更をすべて Service Cloud 内で承認、スケジュ
ール、およびリリースします。



重要なサービスに影響するインシデント解決をサポートする拡張データモデル

設定

● ケース、ナレッジ記事、および ToDo へのリレーションが組み込まれた新しい標準オブジェク
トと連結オブジェクト。

● Winter '22 以降の新規組織ではデフォルトで有効になっています。既存の組織は、オブジェク
トの表示を有効化できるようにする必要があります。

● すぐに使用できる定義済み項目を使用して、簡単に設定およびカスタマイズできます。サービ
スコンソールアプリケーションのナビゲーション項目に新しいオブジェクトを追加します。



Service Cloud Voice



複雑なルーティング要件を処理

ルーティングルール設定を統合

システム管理者が Lightning フローを使用して、すべての
チャネルのスキル、キュー、エージェントベースなどの複
雑なルーティング要件を簡単に管理できるようにします。

会話の開始時にビジネスプロセスを定義

会話がエージェントに転送される前に発生するビジネスプ
ロセスロジック (リンクするオブジェクトや開くオブジェ
クトなど) をシステム管理者が定義できるようにします。

データを使用して複雑なロジックをシームレスに構築

既存の CRM データ、会話の詳細、および外部情報を活用
して、ビジネス要件を定義し、チャネル、ケースなどを動
的に転送します。

Voice 用のオムニチャネルフロー (ベータ)

新しい SS

追加のラ
イセンス
が必要



エージェント用に開くレコードを定義

統合された画面ポップルール設定

システム管理者がフローを使用して、すべてのチャ
ネルの作業項目でエージェントに対して自動的に開
くレコードを簡単に定義および設定できるようにし
ます。

シンプルかつ強力
ドラッグアンドドロップの Lightning Flow Builder 
の機能とシンプルさを活用します。

複数のレコードを開くロジックをシームレスに構築
Salesforce の標準オブジェクトまたはカスタムオブ
ジェクトからレコードを開きます。

オムニチャネルフローの画面ポップアクション

追加のラ
イセンス
が必要



コンタクトセンターの設定とアカウントのリンク用の
簡単なウィザード

ステップバイステップウィザード

システム管理者がパートナーテレフォニー用の Service Cloud 
Voice のコンタクトセンターをすばやく簡単に作成および設定し
、パートナーアカウントに接続できるようにします。

指定ログイン情報を介してパートナーアカウントを接続

指定ログイン情報を使用して Salesforce 組織をパートナーテレ
フォニーアカウントにリンクし、データを自動的に同期します。

自動設定とアカウント同期
エージェントのシングルサインオン (SSO) を自動的に設定し、
Salesforce 組織とパートナーアカウント間でユーザとキューを
同期します。

パートナーテレフォニー用の Service 
Cloud Voice の指示的設定

追加のラ
イセンス
が必要



Einstein for Service



会話の記事レコメンデーション
(パイロット)
リアルタイムの会話インテリジェンスで
関連するナレッジを表示

ナレッジをインテリジェントに推奨

機械学習を活用して、ケースの詳細と会話トラ
ンスクリプトを確認し、関連する記事を特定し
ます。

会話と共に進化する回答

サポートのやりとりが展開するにつれて、新し
いおすすめでその瞬間のコンテキストのナレッ
ジを表示します。

価値実現までの時間を短縮

シンプルな設定環境により、システム管理者は
入力項目をカスタマイズしておすすめをすばや
く有効化できます。 現在パイロットの

参加者を募集中



フローのケース分類 (パイロット)
インテリジェントなノーコードの自動化

ケースを分類してトリアージとルーティ
ングを自動化

フローで Einstein ケース分類を使用して、受
信ケースを分析してトリアージし、理想的な
キュー、エージェント、またはプロセスに転
送します。

推奨記事でデフレクションを促進
フローで Einstein 記事レコメンデーションを
使用して、Web-to-ケースの送信中に関連す
る記事を使用して顧客に自動応答するか、関
連するナレッジを表示します。

すべてを総合

Einstein、オムニ、および Flow Builder を使
用して、すべてのチャネルに自動化を組み込
む柔軟なソリューション。

現在パイロットの

参加者を募集中



テンプレート生成の改善

システム管理者が確認してエージェン
トに公開する一連の返信候補テンプレ
ートを生成するためのソリューション
が更新されました。この更新は、多様
性と関連性が高く、エージェントにロ
ールアウトするために役立つ一連のテ
ンプレートをシステム管理者に提供す

るのに役立ちます。

おすすめのしきい値

提案された返信をエージェントに提示
するかどうかを決定するしきい値ロジ
ックが強化されました。エージェント
には、コンソールで推奨される返信の
関連性が高まり、不要な情報が減ると

いうメリットがあります。

Einstein 返信レコメンデーション
Winter '22 の特長



オムニチャネルフロー



Winter '22 でオムニチャネルフローが正式リリース

ルーティングルール設定を統合

システム管理者が Lightning フローを使用して、すべ
てのチャネルのスキル、キュー、エージェントベース

などの複雑なルーティング要件を簡単に管理できるよ
うにします。

会話の開始時にビジネスプロセスを定義
会話がエージェントに転送される前に発生するビジネ
スプロセスロジック (リンクするオブジェクトや開く
オブジェクトなど) をシステム管理者が定義できるよ
うにします。

データを使用して複雑なロジックをシームレス
に構築
既存の CRM データ、会話の詳細、および外部情報を
活用して、ビジネス要件を定義し、チャネル、ケース
などを動的に転送します。

複雑なルーティング要件の処理



事前作成済みのテンプレートフロー
設定済みのサンプルフロー、および実行時間を短縮するた
めに事前定義されたすべての入力変数が付属しています。

画面ポップルール
会話が受け入れられたときにエージェント画面で開くオブ
ジェクトを定義します。

チャネルオブジェクトリンク
たとえば、電話をかけてきた顧客を自動的に識別するため
に使用します。

メッセージングチャネルと音声チャネルのサポート
(ベータ)
チャット、ケース、リード、カスタムオブジェクトのオム
ニチャネルフローは正式リリースされています。メッセー

ジングセッションと音声通話ルーティングのサポートはベ
ータで利用できるようになりました。

新しい SS

Winter '22 の新機能



Salesforce 
Field Service 



予定アシスタント

顧客が自分の予定を制御できるようにすること
で、通話量を減らし、エージェントの作業負荷
のバランスを取り、無断キャンセルを回避する
のに役立ちます。

顧客は予定の再スケジュール、キャンセル、
確認を実行できるようになりました。

フローを設定し、顧客にセルフサービススケジ
ュールWeb ページへのリンクを送信します。

セルフサービススケジュール (正式リリース)



状況の自動変更 (ベータ)

派遣作業員は、状況を更新するために多くの手順を実
行します。

これを簡略化し、サービス予定のロケーションに到着
したときに、状況を更新するようにアプリケーション
でユーザに促します。

状況の変更操作を簡略化



ユーザのタイムゾーンでのシフト

複数のタイムゾーンにわたって作業すると、マネージャが複数のロケーションでのリソース
のシフト計画を作成するのに苦労する可能性があります。

シフトマネージャがリソースのタイムゾーンでシフトを提示可能



メンテナンス計画の繰り返し UI 

RRULE 値を手動で入力する代わりに、繰り返しパターンを使用して、繰り返し作業ルールをスケジ
ュールするときにエラーが発生する可能性を減らすことができるようになりました。たとえば、毎
月第 1 月曜日に作業指示を生成するルールを設定します。

使い慣れた UI の簡単な方法で繰り返しを設定



条件ベースの予防メンテナンス (ベータ)

カレンダーベースの作業に加えて、納入商品の利用状況と状態に基づいてメンテナンスを
実行します。

たとえば、車が 10,000 マイルに達したとき、またはオイルの量が 80% 未満のときに、
作業指示を作成します。

よりスマートなメンテナンスで顧客満足度を向上



Field Service スタータ
ーキットの機能強化

SFS の使用を開始して重要なフローを構築す
るには、時間がかかる可能性があります。
Field Service スターターキットは、ユーザ
がインストールして有効化し、ニーズに合
わせてカスタマイズできるフローが含まれ
た Salesforce Labs パッケージです。

2021 年 12 月に使用可能



Tableau CRM



インテリジェントなテンプレート



顧客インサイト分析
Salesforce ユーザ向けの再利用可能な分析コンポーネント

顧客中心の組織になる
顧客に関するスマートなインサイト: 関係の履歴、
現在の状態と見通し。

あらゆる場所からのインサイトを確認

新たなリスクと機会を特定するために、外部データ

を含む全体像を把握します。

全員が同じ情報を共有する

データからインサイトを取得してアクションを実行

します。組織内の全員を顧客の周りに配置します。

実行可能なインサイトを促進

透明性のあるノーコードのインテリジェントツール

を使用して、予測やおすすめなどを取得します。



ギャラリーからコンポーネントをコピーして貼り付ける

セールスおよびサービスのコンポーネントの簡単な
カスタマイズ

ビジネスユーザにシームレスで実行可
能なインサイトを提供します。コンポ
ーネントを組み合わせて、次のような
最適なユーザエクスペリエンスを作成
します。

● ホームページの組み込みインサイトで
1 日の優先順位を付ける

● 取引先エンゲージメントを理解する
○ リレーションの傾向を確認する
○ 部署間で調整し、サイロを解消する

○ エンゲージメント履歴、商品とサポ
ートの利用状況、CSAT と収益に関
する予測を簡単に確認する



シンプルなダッシュボード作成



グラフの豊かなツールチップ
強力なインタラクティブインサイトを作成し、任意のデータポイントにドリルダウン

任意のグラフにカスタムツールチップとしてレンズを追加できるようになりました。これにより、
ユーザが任意のデータポイントにマウスポインタを置くと、現在マウスポインタがある場所でレン
ズがコンテキストに応じて絞り込まれます。



美しく鮮やかなインサイトカード

ツールチップとしてのコンポーネントの使用

ダッシュボードコンポーネントをツールチップのコンテンツとして使用できるようになりました
。これにより、ユーザに情報を提供してエンゲージするために必要な詳細を効率的に分類できる
、美しく鮮やかで表現力豊かなカードを作成できます。



LWC によるダッシュボードの拡張機能
Tableau CRM ダッシュボードの拡張機能 (ベータ)

階層ナビゲーション、ガントチャート、インライン編集を追加したり、Lightning Web コンポー
ネントフレームワークを使用して独自のカスタムウィジェットや動作を作成します。🎉



質問をして、ビジネスに合わせた回答をすぐに取得

Ask Data for Salesforce (ベータ)

Ask Data for Salesforce は、Salesforce ユ
ーザが自然言語とセマンティック検索を使
用して Tableau CRM で質問をし、ビジネ
スのコンテキストに合わせたインサイト、
即座に生成されたレポート、およびおすす
めのダッシュボードの形式ですぐに回答を
得ることができます。

Ask Data for Salesforce は Salesforce デ
ータとユーザから直接自動的に学習するた
め、システム管理者が最小限の時間で設定
でき、すべてのユーザは意思決定のために
データの使用を開始できます。



アセット表示を使用してアプリケーションで誰に何が表示されるかを制御

アセット表示が正式にリリース

Analytics ホームでユーザに表示される項
目を制御します。

たとえば、組み込みダッシュボードを非表
示にして、コンテキスト外のインサイトは
表示されないようにします。

アプリケーションマネージャと編集者は、
Analytics アセットをビジネスユーザに表
示する場所とその方法をより詳細に制御で
きます。



Tableau CRM 
データプラットフォーム



隠されたリレーションを容易に特定

スマートな変換

クラスタ化の機能強化
クラスタ化が次のように改善されています。

● 自動クラスタカウント
● 入力列数の増加
● 自動採番の拡張

階層集計

数回クリックするだけで、データを親レベル
に積み上げ集計します。

次の積み上げ集計の計算があります。

● 営業パフォーマンスの積み上げ集計
● 取引先の積み上げ集計
● パイプラインの積み上げ集計



Tableau CRM モバイル



接続されていなくてもデータにフルアクセス

モバイルオフラインが正式にリリース

高速で信頼性の高い接続があるときに、データが安全に
ダウンロードされます。データへのアクセスが必要な場
合は、わずかな遅延でデバイスが残りを処理します。

データは安全にダウンロードされ、完全に暗号化された
状態でデバイスに保存されます。行レベルのセキュリテ
ィ述語は、データがデバイスにダウンロードされる前に
適用されます (つまり、ユーザがアクセスできるデータ
の一部のみがデバイスにダウンロードされます)。

注意: オフラインはすべてのインスタンスで使用可能で、
デフォルトで有効になっています。この機能をオフにす
るには、Analytics 設定で [モバイルオフライン] を無効
にします。



● コレクションには、1 つまたは複数のアプリケーションのアセッ
トの順序付きリストが含まれています。

● ビルダーはコレクションを利用して、ユーザに対して信頼できる

分析コンテンツを選定し、ホームに固定することで対象利用者に

リリースできます。

● ビジネスユーザは、独自のコレクションを選定したり、相互に共

有することもできます。

注意:
● iOS: v13.2 では、ユーザはコレクションの表示、コレクションの作
成、およびコレクションへの項目の追加を行うことができます。

● Android: v13.2 では、ユーザは自分のコレクションを表示できま
す。v14.1 では、コレクションを作成して項目を追加できるように
なります。

● 項目の削除、並び替え、共有、コレクションへの登録は、現在モバ

イルではサポートされていません。

モバイルでのコレクション
信頼できるコンテンツを選定してビジネスユーザーにリリース。個人コンテンツを収集



Einstein 自動化



Einstein ボット



複数言語ボット (ベータ)

1 つのボットで多数の言語
ボット管理を簡略化し、ボット機能を再利用しなが
らさまざまな言語ダイアログをサポートできる 1 
つのボットで一貫したカスタマーエクスペリエンス
を提供します。

複数言語 NLP 
1 つのボットからすべての言語でモデルのバリエー
ションをトレーニングおよび更新します。言語レベ
ルでのインテントモデルスコアリングは、言語のパ
フォーマンスを測定し、すべての顧客のボットエク
スペリエンスを向上させるのに役立ちます。

地域やビジネスユニット全体のボットのバ
リエーションを管理



Einstein 会話マイニング (パイロット)
チャットデータから自動化の新しい機会を特定

トピックの識別時間を短縮

Einstein 会話マイニングは、過去のチャットトラ
ンスクリプトから一般的なユーザの発言を手動で
検出する代わりに、顧客の会話から一般的なトピ
ックを自動的に識別します。

インサイトを変換

過去の顧客の会話に基づいて、新しいインテント
やヘルプトピックの変換と作成を支援します。

包括的なボットインテリジェンス

ボットの成熟度をすばやく改善して、最適なエキ
スパートのインテリジェンスを使用して有意義な
会話を促進します。



簡単でスムーズなインテグレーション

ボットが顧客の要求をパーソナライズするため
に必要なデータは、Salesforce の外部に保存さ
れている場合があります。外部サービスを使用
すると、コードを 1 行も記述することなく、ボ
ットビルダーから直接これらの顧客の要求を自
動化できます。

使用事例サンプル

銀行の顧客が 1 回のボットの会話でアカウント
のパスワードと請求先住所を更新したいと考え
ています。

外部サービスサポート
ボットビルダーで外部サービスの機能
を活用



トレーニング時間を短縮してナレッジ記事をよりすば
やく追加

知識ベースの平均作成時間が最大 2 時間からわずか
15 分に短縮されます。

より多くの言語で返答

英語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン
語で会話の回答を自動的に返します。

返すナレッジ記事の数を選択

記事の回答で複数の関連記事を見つかった場合、最大
5 個のナレッジ記事を返します。

UI によるトラブルシューティングの強化
ジョブの失敗をトレーニングするための詳細なエラー

メッセージにより、ナレッジから成功するビルドを簡

単に作成できます。

記事の回答の機能強化
(ベータ)
よくある質問への回答を自動化



対話形式のテキストと Salesforce 
フローが事前に作成されている

Einstein ボットの最初のテンプレ
ートを使用して、新しいボットを

稼働させます。

テンプレートを使用し
たボット作成の迅速化
(正式リリース)
ボット作成を簡略化



改善された設定のホームページを使用
したボットへの迅速なアクセス

ユーザエクスペリエンスの向上
Einstein ボットの設定ページを簡単にナビゲートし
ます。入力のおすすめや記事の回答などのスマート
機能は、簡単にアクセスできる新しいタブで使用で
き、注意が必要なときに通知されます。

ボットのすばやい読み込み
ボットのリストの読み込みが速くなり、検索バーで
は必要なボットが数秒で提供されます。[ボットユー
ザ] が [作成日] 列に置き換えられ、必要なボットを
すばやく見つけることができます。

新規アプリケーション内ガイダンス
ガイド付きの組み込みアプリケーション内ガイダン
スを介してスマート機能を見つけて実装します。



ビルダーの機能強化

改善されたボット分析によるエラー処理
製品で直接利用できるようになった時間ベースのボッ
トレポートは、ダイアログごとのボットのパフォーマ
ンスを評価するのに役立ちます。

ボット作成エクスペリエンスの向上

新しいシステムエンティティを使用して顧客情報
を収集および管理
新しい [メールアドレス] および [電話番号] システムエンテ
ィティにより、これらのデータ型を Einstein ボットで簡単
に収集、保存、共有できます。正規表現は不要です。



フローオーケストレータ
ベータ



承認プロセスを簡略化
コードを 1 行も記述することなく、これまでになく
簡単にさまざまなビジネスユニットに承認を割り当
てることができます。関連する ToDo を組み合わせ
て、特定のユーザとチームに割り当てます。

従業員の生産性の向上
チームは割り当てられた ToDo を表示して作業を管
理し、ToDo を完了した場所から進行できます。

ボトルネックと機会の特定
すべてのワークフローを監視して、障壁を早期に特
定して取り除き、リソースの効率を高めます。

コードではなくクリックで複雑なビ
ジネスプロセスをモデル化して実行

フローオーケストレータ (ベータ)



新しいキャンバス要素 -ステップとフェーズ

関連する ToDo を 1 つのフェ
ーズに組み合わせる

複数ステップ

マルチユーザ

複数のユーザとチームに
ToDo を割り当てる

複数フェーズ

複雑なワークフローを時
間とチーム全体で関連す
るフェーズのセットに分
割する



従業員の生産性の向上

レコードページで直接、必要なときに個人に作業を
割り当てます。

レコードページのコンテキスト内で作業の進行状況
と履歴が表示されます。

ツールを切り替えることなく、特定の ToDo を完了
するためのワークフローを介して従業員をガイドす
ることで、ToDo の完了を促進します。

ボトルネックと機会の特定

個々のインスタンスとステップを追跡し、複数の実
行サイクルにわたる潜在的な障壁と非効率性を見つ
けて取り除きます。

レポートを使用してビジネスプロセスの実行を監視
し、継続的な改善を推進します。



Salesforce フロー



Flow Builder



お客様のご要望により実現した機能です。トリ
ガから自動起動フローをコールできるようにな
りました。 サブフロー要素を使用して、すべ
ての自動起動フローから選択するだけです。

これにより、最後の大きなギャップの 1 つが
解消され、自動起動フローをプロセスビルダー
からフローに移行できるようになりました。

レコードトリガーフローでのサブ

フローのサポート

大量のロジックをより小さい再利用可能
な部分に分割



レコードトリガフロー
からのアウトバウンド
メッセージの送信

アウトバウンドメッセージを FlowBuilder の
コアアクションとして使用できるようになり
ました。

これは、ワークフロールールで長年サポート
されている機能であり、ついにレコードトリ
ガフローで使用できるようになりました。

この機能を使用すると、SOAP メッセージを
レコードトリガフローから指定されたエンド
ポイントに送信できます。

トリガレコードは自動的に渡され、追加の設
定は必要ありません。



スケジュール済みパスの強化

お客様からのフィードバックに基づき、スケジ
ュール済みパスにいくつかの改善が加えられま
した。

● 分のオフセット (期日の 15 分前) をサポ
ートするようになりました。

● コールアウトまたはカスタムアクション
を実行したい高度なユーザは、バッチサ
イズ設定を使用できます。

● 非同期ガバナ制限を使用して、より柔軟
に設定できるようになりました。



自動レイアウトキャンバス全体でより多くの要素に接続 (ベータ)

自動レイアウトを使用すると、自動レイアウトパスの隣にない要素に接続できます。

[別のパスとマージ] オプションから置き換えられたこのメニューオプションは改善されており、
いくつかの要素を接続するとパスが自動的にマージされます。

特に、フローの上流の要素 (予定のスケジュールやエラー処理画面など) に接続する場合、
フローのルーティングがより柔軟になります。



より多くの自由形式フローを自動レイアウトに変換できます。

自動レイアウトの変換例

以前の自由形式:
複雑でフォローすることが困難

自動レイアウトへの変換後:
要素は均一でフォローしやすいグリッドに表示される



レコードトリガフロー



ユーザが実際にトリガを設計および
作成する方法をより厳密に反映する
ように、レコードトリガを設定する
環境が再設計されました。すべてが
1 つの画面に表示されるようになり
ました。この画面は、新しいトリガ
を作成した直後に表示され、各オプ
ションが説明されています。

刷新されたレコードトリガの開始環境
システム管理者向けの新しい直感的なトリガ設定環境



コードを使用せずに、Salesforce オブジェクト
レコードの変更を外部システムの自動化と組み
合わせます。

フローは、外部コールアウトの作成、外部オブ
ジェクトに対する CRUD 操作の実行、および
「混合 DML」 (ユーザや取引先責任者などの設
定オブジェクトと非設定オブジェクト) に対す
る CRUD 操作の実行を可能にする「非同期に
実行」パスを使用できるようになりました。

これは、トランザクションがコミットされた直
後に実行されます。

レコードトリガフローでの非同

期の実行



トリガフローのフローリストビュー
トリガフロー専用のリストビューが導入されました。リストビューで直接、このフローのト
リガオブジェクトまたはプラットフォームイベントが何であるかがわかります。これには、
レコードトリガフローとプラットフォームイベントトリガフローの両方が含まれます。



フローのデバッグの改善

レコードのデバッグ -インラインで更新
レコードの更新をデバッグするときに、[フローをデバッグ
] ウィンドウで項目値を更新できるようになりました。
レコードに戻ってそこで更新する必要はありません。[変更
済み] 演算子を使用して、レコードの特定の項目値が変更
されたときにフローを実行するかどうかを決定するエント
リ条件と決定結果をデバッグすることもできます。

スケジュール済みパスのデバッグ

フローのデバッグは、スケジュール済みパス、および新し
い [非同期に実行] パスの選択をサポートするようになりま
した。

表示ラベルのみの代わりに API 参照名を表示
より複雑なフローのトラブルシューティングを行うときに
、あいまいさを取り除きます。

レコードトリガフローのすべてをデバッグ



画面フロー



画面フローフッターをカスタマイズ

フローナビゲーションボタンのカスタム表示ラベル (
ベータ)

ボタンの表示ラベルを変更したり
、ボタンを完全に非表示にしたり
できます。

ユーザが先に進んだときに何が起
きるかを完全に明確化できるよう
になりました。「次へ」よりも「
ケースを作成」や「利用規約を確
認」の方がより明確です。

表現を企業文化に合わせます。

たとえば、「一時停止」よりも「
今後のために保存する」の方が好
まれる可能性があります。 注意: 

カスタムフッター表示ラベルは、トランスレーションワークベンチではサポートされてい
ません。また、カスタムフッター表示ラベルは差し込み項目をサポートしていません。



入力するだけで選択肢を作成

より少ないクリック数でフロー画面の選択肢オプシ
ョンを設定

以前は 7 回のクリックが必要で、新しいシステム管理者にとってわかりにくくなっていました。
これをワンクリックで実行できるようになりました。Flow Builder は、単にコンボボックスに入
力された内容を使用して、スタンドアロンの選択肢を自動的に作成します。ラジオボタンや選択
リストなどの選択肢ベースの画面コンポーネントに適用されます。



選択肢作成の強化

選択肢コンポーネントのオプションとして有効
なフローリソースを覚えておく必要がなくなり
ました。これにより、互換性のないリソースを
誤って作成することがなくなります。

たとえば、データ型が数値のラジオボタンコン
ポーネントがあるとします。インラインで選択
肢を作成するときに、そのデータ型は自動的に
数値に設定されます。

以前は、画面を離れてリソースマネージャに移動
し、選択肢リソースを見つけてクリックしてから
、[編集] をクリックして変更を加える必要があり
ました。

作業中の画面のコンテキストを失うことなく、タ
イプミスの修正などの必要な変更を加えることが
できるようになりました。

選択肢コンポーネントからの互換性のないリソ
ース作成を回避

フロー画面エディタから直接選択肢リソースを
編集



同じ画面の連動関係に反応するようにカスタ
ムコンポーネントを設定します。

以前は、コンポーネントを別のコンポーネン
トの変更に反応させるには、それらを別々の
画面に配置する必要がありました。

詳細は、Trailblazer Community の「Flow 
Reactive Screens Pilot」グループに参加して
ください。

リアクティブな画面コンポ
ーネント (パイロット)

ユーザにとってより動的な環境を作成し
、不要なクリック数を削減

テキストコンポーネントに入力された値は、カスタムナレッジ検索コンポーネントの検索ク
エリとして使用されます。



ロールバック要素

● 新しい画面フロー要素は、コミットされた
すべての変更をロールバックします。

● フローを失敗させることなく、同じトラン
ザクションですべてのデータベースのコミ
ットをロールバックします。

● ベストプラクティスは、障害コネクタの後
にロールバック要素を追加することです。

● ロールバックは一括使用事例をサポートし
ていないため、画面フローでのみ使用でき
ます。

トランザクションで何が起きるかをより詳
細に制御



Experience Cloud



リードフォームコンポーネント

フォームをすばやく作成し、そのデータを
Salesforce リードとして保存します。キャ
プチャする項目およびフォームの全体的な

デザインを設定します。

マイクロサイト

カスタマイズ可能な LWR アプリケーション

標準コンポーネントは、コンテンツに焦点を当て
た小さいサイトを作成し、訪問者データをキャプ

チャするための開始点となります。

視覚的に豊かなマイクロサイトを迅速かつ宣言的に作成

CMS
ライセン
スが必要



Lightning Web ランタイム (LWR) の新しいコンポーネントとデータバインド
Lightning Web ランタイムの機能強化

新しい LWC コンポーネント
ピクセル単位まで完璧なデザイ
ンを作成するのに役立つ、画像
、動画、バナーなどの新しい宣
言型ドラッグアンドドロップコ
ンポーネント。

データバインド
データバインドを使用してコン
テンツをすばやく選択し、LWR 
サイトに動的に取り込みます。
コンテンツを一度保存したら、
あらゆる場所で使用できます。

任意の言語またはロケールを使用
LWR サイトのデフォルト言語を
Experience Cloud がサポートする任
意の言語に設定できるようになりまし
た。以前は、LWR サイトは英語 (US) 
のみをサポートしていました。



投稿とコメントに画像を貼り付ける

フォーラムの機能強化

画像をファイルに保存してアップロードするのではなく、コピーして貼り付けることで、それら
を Chatter の投稿やコメントにすばやく追加します。

お気に入りの画面キャプチャ/画像編集/画像表示プログラムから画像をコピーし、最初にローカ
ルドライブに保存することなく、フィードパブリッシャーに直接貼り付けるだけです。



既存の利用者を別の利用者の条件として再利用

利用者作成の簡略化

追加利用者ごとに同じ条件を再作成する代わりに、既存の利用者を参照する新しい利用者を作
成し、条件を追加するだけです。



すべてのサイトのリストを整理し、すべてのユーザにより優れたユーザエクスペ
リエンスを提供

サイトのアーカイブ (ベータ)

役に立たなくなったサイトをアーカイブし、必要なサイトを作成するスペースを解放します。サイ
トがアーカイブされると、そのサイトは別のアーカイブ済みサイトリストに追加され、100 サイト
の制限にカウントされなくなります。



同じ Experience Cloud サイト内にユーザをリダイレクト
URL リダイレクト (内部)

アーカイブ済み記事、商品/カテゴリの URL の
変更、コンテンツの再配置などのシナリオで、
ユーザを簡単にリダイレクトします。

301 (永続) および 302 (一時) リダイレクトが
サポートされています。一時 (302 Found) リ
ダイレクトサポートを追加すると、プロモーシ
ョンや季節的な変更が発生した場合など、一時
的な URL の変更が可能になり、将来、古い
URL を再利用できます。

URL リダイレクトを設定するには、サイトのエ
クスペリエンスワークスペースにアップロード
する CSV ファイルにリダイレクト元 URL とリ
ダイレクト先 URL を追加します。



コンテンツプレビューを使用してドラフトコンテンツをプレビュー

Salesforce CMS

コンテンツ作成者は、Web サイトのコンテキストでドラフトコンテンツをプレビューできるよう
になりました。公開する前に、コンテンツがどのデバイスでも正しく表示されることを確認でき
ます。変更が必要な場合、ドラフトのままでそのバージョンを変更できます。



Mobile Publisher の機能強化

iOS Mobile Publisher アプリケーションでのナビゲ
ーションの簡易化

ビルダーユーザは、iOS MobilePublisher アプリケー
ションの上部ナビゲーションバーで、[戻る] ボタンと
共にハンバーガーメニューを表示することを選択でき
るようになりました。

開発者の生産性
エクスペリエンスバンドルを介して、プログラムで

Mobile Publisher のネイティブ下部タブバーナビゲー
ションを設定します。新しいMobilePublisher 
Playground アプリケーションのシミュレータビルドを
使用すると、開発者は Javascript コードをデバッグし
、Mobile Publisher アプリケーションで表示される
HTML ページの本文を検査できるようになりました。

追加のライ
センスが必
要になる場
合あり



顧客にとって可用性が高く、拡張性があり、パフォーマンスが高く、安全なサイトを作成

パフォーマンス、スケール、可用性

ポイント & クリックの [サービスは利用できま
せん] ページ
使用しているテンプレートに関係なく、すべての
LWR サイトと Aura サイトで使用およびカスタマイ
ズできるようになりました。

含まれるコンテンツ配信ネットワーク (CDN)
拡張ドメインを使用 (force.com ドメインの代わり
にmy.site.com ドメインを使用) する組織の新しい
サイトは、Salesforce に含まれる CDN をデフォル
トで使用するようになりました。

CDN が提供する広範囲に分散されたネットワーク
を使用して、デジタルエクスペリエンスをユーザに
迅速、確実、かつ安全に提供します。このネットワ
ークにより、ユーザがどこにいても Salesforce デ
ータセンターに戻ることなく、最も近い CDN ノー
ドからコンテンツを提供することでサイトを拡張で
きます。



Pardot



新しいランディングページビルダー

コンポーネントを簡単にドラッグアンドドロッ
プして、ランディングページを作成します。

Pardot の新しいメールビルダーと同じ環境を
使用して、画像、ボタン、Pardot フォームな
どをランディングページにドラッグし、どのデ
バイスでも見栄えがよくなるようにすることが
できます。

ランディングページがWeb に公開されるタイ
ミングと、Web での公開から削除されるタイ
ミングを制御します。

簡略化されたコンテンツ作成と
新しい公開環境

Pardot 
Lightning
アプリケーシ
ョンが必要



Engagement Studio の Pardot Lightning メールコンテンツ

Engagement Studio プログラムで Lightning 
メールコンテンツレコード (ECR) を使用でき
るようになりました。

メールコンテンツレコードで、新しい [自動化
のために有効化] アクションを使用できます。
このボタンにより、メールコンテンツを有効
化して Pardot Engagement Studio プログラ
ムで使用できるようにする簡単な設定プロセ
スが起動します。

一度作成したら、リストおよび Engagement 
プログラムメールで同じコンテンツを再利用
できます。

Pardot で異なるビルダー間を移動することなく、メールコンテンツをすばやく簡
単に作成



AppExchange からダウンロードできるコンポーネントを使用して、
カスタムコンテンツを簡単に統合

Email Content Builder のカスタムコンポーネント

メールに必要な情報を取得するために、さまざまなアプリケーション間を行ったり来たりする
必要はもうありません。Pardot Email Content Builder 内からすべてに直接アクセスします。
ドラッグアンドドロップの作成環境から、Web セミナーや動画の詳細をテンプレートまたはメ
ールコンテンツに直接ドロップできることを想像してみてください。



2021 年 10 月に使用可能
外部アクティビティ

外部アクティビティは、Pardot の外部で発生するプロスペ
クトのアクティビティです。おそらく、アンケートアプリ
ケーションを使用しているか、別のサービスプロバイダー
を使用してWeb セミナーを実行しているかと思います。

Pardot の外部のプロスペクトデータをキャプチャするため
に使用するサードパーティアプリケーションごとに、マー
ケティングアプリケーションの拡張機能を設定します。

拡張機能が割り当てられ、自動化のために有効化されると
、Pardot に表示されてオートメーションと Engagement 
Studio で使用できます。

外部アクティビティデータは、新しい V5 API エンドポイン
トを介して Pardot に渡され、後でプロスペクトレコードに
も直接表示されます。

Pardot Plus/
Advanced/
Premium
のみ



重要な設定作業を順を追って説明する新しいガイド付き環境

マーケティング設定アシスタント

Pardot の初期設定のアプリケーション内ガイダンスに従って、Salesforce 
Pardot をすばやく稼働させます。完全な実装ガイドは、トレイル、動画、
ヒント、おすすめなどの関連リソースと共に引き続き簡単にアクセスできます。



Pardot Slack コネクタオプトイン (ベータ) 
Pardot Slack インテグレーション (ベータ)

このインテグレーションにより、プロスペクト
がいずれかのマーケティングアセットにエンゲ
ージした瞬間に、チームの Slack チャネルにリ
アルタイムで通知できます。

リアルタイムで通知できることは素晴らしいこ
とですが、適切な指示がないと、通知を見た人
は次に何をすべきかわからない可能性がありま
す。新しい [Slack チャネルを通知] アクション
では、パーソナライズされ書式設定されたメッ
セージをユーザが提供し、受信者がこのプロス
ペクトとやりとりする方法を完全に理解できる
ようにする方法が用意されています。



最も重要な取引先にエンゲージ

Einstein 主要取引先 ID

Einstein 主要取引先 ID が正式リリースされました。
● Lightning アプリケーションビルダーを使用して、Einstein 主要取引先コンポーネ
ントを取引先ページレイアウトに追加します。

● [Einstein 取引先階層] 項目を [取引先] リストビューに追加して、取引先の選択と
計画を一目で行うことができます。

Pardot 
Advanced/
Premium
のみ



ありがとうございました


